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C#実装のまとめ＋ASP.NET入門

はじめに

これまでの5回に渡る本連載では、主

にJavaプログラマの初級者を対象に、

C#プログラミングを使った実装方法を

説明してきました。最終回である第6回

では、今まで取り上げた内容を総括す

るとともに、それらを活かしながら

ASP.NETを用いたWebアプリケーショ

ンを紹介しようと思います。

本連載は対象者としてJavaプログラ

マの初心者を想定してはいますが、C#

の入門的な内容を扱うのが主なテーマ

であるので、Javaプログラマに限らず、

今後Webアプリケーションを構築する

うえで役立つ内容を盛り込んでいます。

Javaプログラマを含む、これからC#を

始めようかと検討している初級者レベ

ルの開発者全般を対象にしていると考

えてよろしいでしょう。

今回のサンプル

今回作成するC#のサンプルプログラ

ムは、ASP.NET環境で動作するWebア

プリケーションです。このサンプルは、

Webブラウザをクライアントとする

Webベースの多層アプリケーションで

あり、第1回から第5回までに取り上げ

たさまざまな実装技術が盛り込まれて

います。

Webブラウザを起動して特定のURL

にアクセスすると、図1のようなWebペ

ージが開きます。この画面はHTMLベ

ースのWebページですが、ユーザーイ

ンターフェイスは、第4回や第5回のサ

ンプルとして使用したWindowsフォー

ムと同様の機能をもっており、SQL

Server 2000のサンプルデータベースで

あるpubsのpublishersテーブル（出版

社情報）とtitlesテーブル（書籍情報）
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の内容を表示しています。このWebペ

ージの上部右にある［<］ボタンか［>］

ボタンをクリックすると、publishersテ

ーブル内の出版社データが1件ずつ表

示され、連動して下半分のグリッドに

は、その出版社に対応する書籍一覧が

表示されるようになっています（図2）。

このアプリケーションは、図3のよう

な多層アプリケーションになっており、

ASP.NETが提供する「Webフォーム」

や「XML Webサービス」と呼ばれる実

装技術が使われています。今回は単一

のマシンにこれらを実装しますが、ま

ったく同じ実装方法で、図3に示すと

おり、別々のサーバーに配置すること

ができます。

また、第1回でも触れましたが、

Visual Studio.NETではプログラム作成

は「プロジェクト」の新規作成から始

まります。プロジェクトにはさまざま

な種類があり、あらかじめ実装に必要

なソースコードのひな形が用意されて

います。図3に示すように、Webフォー

ムやXML Webサービスを作成するため

の専用のプロジェクトも用意されてい

ます。今回のサンプルも、それぞれ個

別のプロジェクトを作成して作り込ん

でいます。ただし、データベースにア

クセスするコンポーネントのプロジェ

クトは、第5回で作成したものをそのま

ま使います。そもそも、コンポーネン

トとは再利用可能な部品なので、Win-

dowsフォームで利用した前回のコンポ

ーネントを、そのままWeb環境で流用

することもできます。よって、今回新

たに作成するプロジェクトは、図3の

XML Webサービスの部分と、Webフ

ォームの部分です［注1］。

ASP.NETの基礎知識

まずは、アプリケーションを作成す

る前に、ASP.NETが何であるかを説明

しましょう。ASP.NETを一言で説明す

ると、

IIS＋.NET Framework

であると言えます。ASP.NETは、Win-
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図1：publishersテーブルとtitlesテーブルの内容を表示

図2：［<］ボタン、［>］ボタンをクリックしてpublishers（出版社）の表
示データを変更すると、titles（書籍）一覧の表示も連動して変化する
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図3：Webベースの多層アプリケーション（今回のサンプル）

注1）ここでは、ソースコード内のポイントとなるべき点だけを掲示します。完全なソースコードは、付録
CD-ROMに収録しているので、そちらを参照してください。また、ソースコードはVisual Studio.NETを
使って作成していますが、.NET Framework SDKさえあれば、コンパイルを行なうことができます。サン
プルのセットアップ方法は、付録CD-ROMのサンプルに含まれるReadme.txtをご覧ください。




